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明

春

め

月

ボ
ド
好
。
上
倒
…
戒
川
川
地
区
に
向
日
切
と
水
道
を
布
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
問
ん
円
二
月
完
成
を
め
午
心
し
て
、
こ
の

ほ
ど
者
[
一
し
ま
し
た
υ

家
麗
調
査
で
各
一
戸
一
訪
問

基

本

選
挙
人

名
簿
に
も
れ
な
い
よ
う

九
月
十
五
日
現
在
で
調
査

ot円
転
車
の
高
さ

間
分
り
か
ら
だ
に
合
っ
た
臼
転
車

に
取
る
こ
と
で
す
。

平
ど
も
が
無
理
を
し
て
、
お
と
な

の
山
駅
卓
や
サ
ド
ル
の
高
す
ぎ
る

司
転
車
に
来
る
と
、
と
っ
さ
の
危

険
が
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
片
足
を

地
百
点
け
て
、
た
や
す
く
止
ま

均

raw同
司
自
嗣
嗣
脳

れ
る
一
向
さ
の
白
松
車
を
使
わ
せ
ま

し
ょ
う
。

。
安
全
袋
町

ブ
レ
ー
キ
、
ペ
ル
、
灯
火
、
反
射

お
な
ど
の
安
全
装
市
は
ど
っ
か
点

検
す
る
よ
一
つ
南
慣
づ
け
ま
し
ょ
う

安
全
装
置
が
完
会
で
な
い
臼
転
車

に
乗
る
と
思
わ
ぬ
事
政
を
起
こ
し

ま
す
。

乗

っ

た

と

き

の

注

意

。
通
行
K
分

「
人
は
十
口
、
車
は
た
」

臼
恥
車
ば
、
道
路
一
の
い
午
焔
を
一
列

に
な
っ
て
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

道
路
の
中
央
寄
り
を
通
行
し
た
り

二
台
以
上
が
並
ん
で
通
行
す
る
の

は
、
他
の
交
通
の
じ
ゃ
ま
に
な
る

ば
か
り
で
な
く
、
追
突
や
衝
突
さ

れ
る
原
凶
と
な
り
ま
ず
か
ら
、
絶

相

続

税

の

は

な

し

相
続
説
は
個
人
が
相
続
や
遺
贈
に

よ
っ
て
財
産
を
も
ら
っ
た
場
合
に

か
か
る
税
金
で
す
。
こ
の
脱
会
は

一
般
に
な
じ
み
が
鴻
い
の
で
そ
の

あ
ら
ま
し
を
お
は
な
し
し
ま
し
ょ

?っ「

〈

v

o

l

申
血
円
と
納
税
は
相
続
開
始
を

知
っ
た
日
か
ら
一
カ
月
以
内
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

2

財
産
の
評
価
は
税
務
諮
で
悶

伺
に
も
と
づ
い
て
定
め
-
り
れ
た

評
価
基
準
に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す

1

相
続
税
額
の
計
算
方
法

(
写
真
)
察
跡
に
出
定
石
碑
が
建
ち
速
く
左
の
平
地

の
州
に
日
付
役
出
跡
が
望
ま
れ
る

一

T
i
t
i

十
ち
に
間
十
庁
」
と
い
う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

一
一
げ
一
全
国
の
各
ご
…
竹
下
出
に
お
配
り
い
た
し

一
ま
し
た
ο

そ
の
巾
で
、
「
テ
レ
ビ
土
ブ

一
、
ン
オ
の
じ

5
っ
す
な
み
か
た
@
さ
さ
か

一
た
一
マ
一
お
刈
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
ム
川
市
叫

一
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
こ
注

一γ一
忠
ち
か
ね
て
、
テ
レ
ビ
の
上
手
な
快
い
一

一
万
の
ち
k
と
し
た
コ
ツ
を
お
州
ら
せ
し
一

一

ま

す

。

一

一

O
r一
円
岐
に
そ
な
え
て
、
ア
ン
テ
ナ
の
一

一
支
柱
は
く
さ
っ
て
い
な
い
か
、
ア
ン
テ

一
ナ
の
支
線
は
大
丈
夫
か
も
っ
一
度
点
検

一
し
て
み
て
く
だ
さ
い
っ
日
付
に
日
い
ア
ン

一
テ
ナ
や
、
建
て
て
か
ら
年
数
が
た
つ
て

て
交
差
点
の
中
心
か
ら
陥
れ
た
一
い
る
ア
ン
テ
ナ
は
補
強
し
て
お
い
て
く

外
側
存
大
同
り
す
る
こ
と
に
な
っ
一
だ
さ
い
。

て
い
ま
す

-
C笛
が
近
す
い
た
ら
電
源
ソ
ケ
ッ
ト

O
速

度

一

を

か

な

ら

ず

れ

て

く

だ

さ

い

の

自
転
車
の
必
見
片
山
周
則
で
は
定
め
一

O
チ
ャ
ン
ネ
ル
ツ
マ
ミ
や
電
源
ス
イ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
あ
ま
り
法
一
ッ
チ
の
ツ
マ
ミ
は
静
か
に
廻
し
て
く
だ

度
を
出
し
す
ぎ
る
と
思
わ
ぬ
危
険
一
さ
い
c

特
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
部
入
品
故
障

に
あ
い
ま
す
コ
時
速
二
十
キ
ロ
三
す
る
こ
と
が
忽
く
な
り
ま
す
。

で
が
安
全
な
速
度
で
す
。
一
口
電
灯
主
さ
ず
に
ご
え
く
だ
さ

O
一
時
停
止
一
ぃ
。
暗
い
部
聞
で
み
る
と
回
が
疲
れ
ま

一
時
停
止
は
、
自
動
車
の
連
警
一
す
。

ば
か
り
が
守
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
一

O
墜
に
ピ
ッ
タ
リ
と
テ
レ
ビ
を
つ
け

せ
ん
。
狭
い
道
か
ら
広
い
道
路
に
一
て
お
く
と
熱
が
こ
も
り
故
障
の
も
と
に

出
る
と
き
は
、
一
時
停
止
す
る
か
一
な
り
ま
す
o
J
一
定
直
射
日
光
に
あ
て
る

徐
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
の
も
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
踏
切
で
は
、
必
ず
一
佳
作
一

O
テ
レ
ビ
は
ほ
こ
り
が
さ
ら
い
で
す

止
を
し
て

t
右
の
安
全
を
確
か
め
一
ブ
ラ
ウ
ン
管
一
聞
は
と
く
に
住
ち
が
っ

て
か
ら
通
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
一
く
と
陪
く
な
り
ま
す
。
半
年
に
正
は

一
コ
市
除
を
し
ま
し
ょ
う
。

い

ま

す

。

一

O
横

断

歩

道

一

(
N
H
Kか
ら
」

道
路
を
横
断
中
の
広
行
者
を
守
る

こ
と
は
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
歩
行
者
が
摘
判
断
歩
道
を
庇

っ
て
い
る
と
き
、
ま
た
は
限
ろ
う

と
し
て
い
る
と
き
は
、
横
断
歩
道

の
前
で
一
時
停
止
し
て
、
歩
行
者

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

。
灯
火

夜
は
必
ず
あ
か
り
を
つ
け
て
釆
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
灯
火
や

反
射
器
は
相
手
の
安
全
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
目
分
を
相
手
に
よ
く

わ
か
ら
せ
る
の
で
、
自
分
の
安
全

の
た
め
に
も
必
呉
な
も
の
で
す
。

対
に
し
な
い
こ
と
で
す
。
一

O
合

同

凶

一

人
口
図
は
幽
か
る
つ
レ
f

子
る
地
点
の
↑

三
十
メ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
。
一

左
に
曲
が
る
と
き
は
、
一

九
手
を
左
の
ほ
う
に
水
平
に
伸
一

ば

す

か

一

右
手
を
石
の
ほ
う
に
出
し
て
、
一

ひ
じ
を
謹
直
に
曲
げ
ま
す
。
十

右
に
叫
が
る
と
き
は
、
左
の
反
対
一

O
一

曲

が

る

方

法

一

曲
が
る
と
き
は
、
い
つ
歩
行
民
日
や

車
が
飛
び
出
て
く
る
か
も
わ
か
り

ま
せ
ん
か
ら
、
速
度
栄
治
と
し
て

注
意
し
な
が
-
り
山
が
-
り
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

交
差
点
で
友
に
曲
が
る
と
き
は
、

で
き
る
だ
け
道
路
の
右
側
に
寄
っ

て
曲
が
り
、
右
に
曲
が
る
と
き
は

で
き
る
だ
け
道
路
の
左
聞
に
そ
っ

基
礎
控
除
は
二
百
五
十
万
円
で
こ

の
う
え
に
法
定
相
続
人
一
人
五
十

万
円
の
控
除
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を

引
い
た
残
り
の
額
に
最
低

十
%
か
w

り
最
高
七
十
%
ま

で
累
進
柏
市
中
で
計
算
し
ま

す。相
続
人
の
中
に
配
偶
者
や

未
成
年
者
が
あ
る
場
合
は

税
金
授
除
が
あ
り
ま
す
。

ι
今
年
か
ら
の
減
税
で

生
命
保
険
金
の
非
課
税
限

度
が
五
十
万
円
か
司
り
百
万

円
に
引
き
上
げ
』
り
れ
ま
し

基礎控除は250万円た

しぺ

J
「」一

。
や
め
よ
う

危

険

な

乗

り

方

酒
の
み
運
転

(
答
祭
ス
ポ
ッ
ト
)

フ町

ピ

の

間
代
不
一
山
1

、
心
と
し
て
茶
道
が
普
及
し
ん
土
用
雑
器
に
い
た
る
ま
で

問

団

に

開

注

さ

れ

ま

し

た

の

色

々

な

用

途

に

。

う

わ

訟

に

大

型

品

目

波

に

遅

れ

ず

話

ぐ

す

り

主

口

語

P

責

蹴

制

瀬

氏

〕

寸

一

年

二

人

パ

九

八

年

)

保

市

町

公

害

虫

柄

、

高

官

史

跡

梁

通

闘

の

御

躍

と

し

て

草

山

部

l
一
奈
川
間
納

F

羽
毛
け
い
な
さ
毘

獅

定

窯

字

奈

叶

か

れ

去

し

た

〕

左

大

洲

か

ら

鹿

ω川
で
殴
れ
た
も
の
が
沢
山

罫
尾
藤
却
方
刊
に
通
じ
一
心
一
川
予
言
山
|
少
彦
作
ら
れ
ま
し
た
り

一

陥

指

焼

松

加

附

ノ

品

目

出

問

地

点

川

近

に

架

か

れ

車

俊

一

一

長

十

年

L
'

絞

市

瀬

主

雪

作

た

連

日

h
A
の
一
存
安
一
汚
え
ら
れ
て
い
に
も
な
三
r
日
で
は
沼

山

掛

川

町

塁

間

前

哨

手

、

旧

小

島

瓦

「

一

周

ωあ
っ
た
処
虫
学
に
そ
の
影
を

一，

γ胡
-

Z

さ
所
所
刊
は
丁
目
一
¥
、
泊
出
を
は
手
山
一
一
九
そ
の
川
ひ
そ
め
て
削
片
の
一
つ

一

山

ぺ

大

い

聞

に

は

口

役

自

宅

も

あ

り

ま

し

が

白

川

君

主

料

と

な

っ

一

~VM

一

た

o

混
一
川
悦
は
同
め
は
御
一
陸
一
山
と
し
て
で
さ
ー
し
た
υ

兎
も
あ

一

後

に

は

丘

μ
ょ
と
し
て
民
間
の
需
め
に
応
れ
沼
瀬
川
智
跡
は
郷
十
一

一
日
本
で
の
叫
物
は
速
く
有
史
以
前
か
じ
て
製
辺
し
一
万
一
J

保
十
つ
年
間
一
ま
で
の
約
の
所
主

J

人
出
興
降

ω刊

↑
ら
全
国
待
地
で
つ
く
ら
れ
ま
し
た
が
、
一
一
一
十
年
間
続
い
た
も
の
と
併
定
さ
れ
て
念
聞
と
い
う
こ
と
が
で

一
陶
磁
F
白
焼
成
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
い
支
す

3

作
品
は
、
茶
道
具
は
製
部
き
ま
し
ょ
う
。

一
織
目
、
民
巨
時
代
以
後
、
中
で
も
元
禄
こ
と
花
開
、
チ
え
房
只
、
徳
利
や
叩
の
日

言
に
た
い
す
る
由
主
語
量
一
と
に
そ
の
地
区
の
地
医
長
さ
ん
を
述
じ
一

H
I
l
l
-
-

定
の
甘
市
礎
と
す
る
た
め
に
、
家
医
の
再
一
て
、
調
査
の
時
期
を
お
知
ら
せ
い
た
し
一
る
よ
う
お
刷
い
い
た
し
ま
す
。

調

貧

乏

行

な

っ

て

い

ま

す

。

一

ま

す

か

ら

、

な

に

と

ぞ

ご

協

力

く

だ

さ

一

税

防

課

固

定

資

陪

視

を

課

税

す

る

た

め

に

は

一

ー

l

i

l

i

-

-

-

-

-

そ
の
茶
礎
と
な
る
同
定
資
産
の
価
料
を
十

↑

を

く

し

よ

う

定
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
一

4
J

価
wmは
同
定
資
一
隆
評
価
基
準
に
よ
っ
て
一

!
l
l
a
;
[
A
)
A

陪

1
1
z
「
「

p

-

一

I
i

二K
4

干
3
J

、}
J
4
b
r
h

高

盟

王

寺

恥
J

下
九

評
一
川
し
、
そ
の
価
怖
を
決
定
し
て
い
ま
一
ド
ト
畜
ポ
斗
且

s
d
J仇
ノ

r
J
北
司
弓
#
比

九
月
卜
五
日
現
任
で
広
本
選
宗
人
名
二
年
間
の
選
挙
に
使
わ
れ
る
わ
け
で
、
一
す
。
し
た
が
っ
て
同
定
政
疋
の
一
部
で
一

芝
つ
く
る
た
め
の
耐
舎
を
行
な
い
ま
一
こ
と
に
来
年
は
是
主
主
置
の
一
占
め
る
震
に
つ
い
て
も
、
家
屋
の
固
定
一
白
草
は
全
国
で
手
当
、
震
一
同
存
で
も
時
下
で
自
転
車
の
関
係
し

す
。
一
選
挙
を
ひ
か
え
て
い
ま
す
。
一
資
産
評
価
基
刊
に
よ
っ
て
丙
び
建
築
旦
県
で
同
十
七
万
台
も
あ
り
、
私
た
ち
の
一
た
交
通
弔
問
山
、

ぷ
菜
木
選
旦
一
小
丈
人
名
奇
何
百
は
、
厚
つ
三

aλりり一
ア7}こ」己Eとtし
の
右
名
符
古
に
栽
苦
ヲ
る
匂
人
合
は
、
昭
目
旦mE一Eを主
し
与
て
、
そ
の
長
家
室R号の
経
量
過
年
芸
数
一
臼
息
常
主
生
告
市
に
完
た
い
に
へ
ん
冬
役
立
宅
つ
て
戸
い
ま
三
一
発
雪
生
件

z紋
空
二
言
=
百
百
臼
件
史
(
へ
詰
誌
の
お
加
努%
 

か
え
討
ら
り
れ

2ます王か」らり、一こ言)互としおの退翠塁呈
ι挙主午午一二手十年手十二言月旦干王一百日良以前房に生雪ま主

÷τに応Tじ一てス量適
ι三(
高
官
実
測
し
て
一
す
、
し
か
し
交
通
の
聞
か
主
ま
す
と
一
死
斉
十
名
(
同
努
)

か
で
き
た
か
ら
来
年
も
だ
い
じ
よ
う
ぷ
一
れ
た
人
で
、
大
洲
市
に
三
か
月
以
上
三
)
な
価
問
を
算
出
す
る
こ
と
に
し
て
い
一
大
き
た
同
事
尖
パ
ん
で
い
ま
す
。
一
偲
呂
二
十
日
十
名
(
同
担
均
)

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
主
ぜ
ん
。
毎
年
一
ま
り
こ
と
し
の
六
月
十
五
日
よ
り
前
か
一
ま
す
っ
て
て
れ
は
だ
れ
で
も
気
や
す
く
乗
れ
る
一
と
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
人
が
傷
つ
き

地
区
長
う
ん
が
各
世
帯
を
訪
問
し
て
、
一
ら
住
ん
で
い
る
人
に
な
り
ま
す
o

一
税
功
ぷ
で
は
こ
う
し
た
作
業

J

来
年
一
と
い
う
白
転
車
の
利
以
が
欠
点
と
な
っ
一
市
い
人
命
が
失
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

直
接
み
な
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
て
い
ま
一
病
院
に
入
院
し
て
い
る
人
や
間
借
り
一
八
月
か
ら
川
年
十
二
月
こ
ろ
ま
で
の
約
一
て
、
白
空
存
揺
の
事
故
に
つ
い
で
土
う
し
た
日
転
車
の
事
故
も
、
自
転
車
を

す。

τて
い
る
人
な
ど
が
よ
く
調
査
に
洩
れ
一
一
年
同
カ
月
の
聞
に
干
す
る
よ
う
計
一
二
位
と
い
う
高
い
交
通
事
故
発
生
三
利
用
す
る
人
の
心
が
け
次
学
防
ぐ
こ

こ
う
し
て
つ
く
ら
れ
る
基
本
塁
十
人
一
て
し
ま
い
ま
ず
か
ら
ご
注
泣
く
だ
さ
い
一
幽
し
て
お
り
ま
す
。
一
示
し
て
い
一
心
か
ら
で
す
。
一
と
が
で
き
守
子
。

一
名
簿
は
こ
と
し
の
十
二
月
二
十
日
か
り
一
一
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
調
査
ば
域
ご
一
今
年
の
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
一

O
交
通
ル
ー
ル
を
正
し
く
身
に
つ
け

一

一

る

寸
1

1

1

1

1
ゴ
叫
引
相
剖
引
っ
J
則
引
引
引
斗
1
2
ι
E
L十月
二
一
一

o
E車
の
正
し
い
乗
り
方
を
す
る

一

一

一

一

一

一

一

一

と

い

う

こ

つ

の

こ

と

を

ぜ

ひ

守

っ

て

い

一
一
国
民
年
金
一
足
辞
典
一
の
一
万
五
千
六
百
円
が
一
万
八
一
円
で
あ
っ
た
の
が
七
一
万
六
千
一
日
か
ら
で
す
)
一
一
こ
だ
完
い
も
の
で
す
。

一

一

一

一

千

円

に

と

手

四

百

円

の

額

一

円

に

引

き

上

げ

ら

れ

ま

し

た

。

一

普

通

因

倍

、

又

は

年

金

量

合

一

一

一

一
一
一
生
活
水
準
の
向
上
に
と
も
な
っ
て
一
に
な
り
ま
し
た
。
一
従
っ
て
扶
一
需
要
に
よ
っ
て
一
は
号
室
、
一
一
万
四
千
円
が
一
一
一
自
転
車
の

一
一
一
国
民
寄
金
制
度
も
、
福
祉
年
金
の
増
一
そ
れ
そ
れ
昭
和
問
卜
一
年
一
月
期
受
↑
限
度
mmが

ち

が

い

ま

す

。

一

限

度

問

で

す

。

一

一

一

一
一
一
瓶
、
支
払
加
制
限
、
仮
同
制
限
の
緩
和
一
何
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
一
弘
一
他
の
公
的
年
金
と
信
社
年
金
と
の
一

4
精
神
品
川
弱
者
に
も
福
祉
年
金
が
支
一
一
一
正
し
い
乗
り
方

一

一

と

要

望

さ

れ

て

き

て

い

ま

す

。

一

一

給

さ

れ

ま

す

。

一

ニ

警

な

火

事

故

を

防

ぐ

た

め

、

み

一一

L
E
s
t
-一

一
国
止

i

j

j

一

障

害

2交
け
て
い
る
草
一
一
一
ん
な
が
身
に
つ
け
て
す
ま
し
ょ
う
。

一

一

一

一

千

主

噛

舗

と

担

艮

愛

日

へ

一

者

以

外

に

重

注

弱

者

二

い

一

一

一

仁

年

高

の

引

上

げ

九

一

年

金

野

審

議

1
1
1
一
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
言
し
一
万
乗
る
前
の
注
意

↑

一

一

一

(

イ

)

老

令

福

祉

年

金

額

は

今

ま

「

一

一

一

一

一

Z
M一
一

一

の

一

万

一

一

一

千

八

百

円

が

一

万

八

一

一

山

下

該

当

直

社

会

へ

お

一

心
平
一
一
一
一
千
円
に
三
一
千
四
百
円
の
増
額
一

2
所
得
制
限
が
綬
和
さ
れ
ま
し
た
。
拡
制
限
が
緩
和
さ
れ
支
し
た
。
一
、

i

o

一一

叩
持
り
一
一
一
に
な
り
ま
し
た
o

u

一

(

ア

)

交

の

所

得

限

度

額

は

言

警

告

に

よ

り

死

亡

し

、

又

一

ぃ

一

之

さ

し

長

一

ー

一

一

一

一

一

-

〆

市

社

会

ぷ

」

一

一

剖
キ
一
一
一
一
(
口
)
障
芦
侶
社
年
金
額
は
今
ま
で
一
で
ご
十
万
円
で
あ
っ
た
の
が
二
は
廃
廃
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
一
:
一
一

t
積
一
の
二
万
一
千
六
百
円
が
二
万
四
一
二
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
公
的
去
志
そ
げ
て
い
た
人

ω
一

一

一

帥

「

一

千

円

に

w
二

千

四

再

の

増

竺

(

イ

)

扶

養

護

者

の

所

得

限

度

額

巨

額

は

八

万

円

が

古

一

千

一

一

一

世

l

一
に
な
り
ま
し
た
u

一

は

扶

養

親

族

の

殺

か

五

人

で

あ

五

百

円

に

な

り

ま

し

た

。

一

一

一

一
道
工
事
は
、
お
よ
そ
次
の
と
お
り
で
す

一
口
大
洲
地
区
上
水
道

一
給
水
人
川
一

O
、
五
三
ベ
人

一
(
昭
和
竹
刀
年
茂
完
成
〉

一
口
菅
川
附
易
上
水
道

一
給
水
人
口
て
一
一
一
一
人

一
(
川
和
労
年
同
占
返
附
)

↑
口
一
品
評
簡
易
上
水
道

一
給
水
人
川
一
、
一
一
一
四
人

一

一

(

間

利

努

年

間

元

成

)

諒

一

一

一

0

八三一円
f

s
司
二
や
行
川
の
去
」
川
引
用
し
て
い
た
た
め
、
一
二
月
吉
号
め
ざ
し
て
寸
す
め
句
れ
ま
一
も
の
と
別
r

け
さ
れ

39J

一
日
烈
均
年
一
完
成
〉

草

川

二

匹

段

差

出

川

の

不

便

は

も

ち

ろ

ん

の

こ

一

す

。

一

な

長

」

市

が

す

で

に

完

成

し

た

上

主

υ
こ
と
、
と
き
に
は
赤
痢
の
告
発
生
存
み
一
こ
の
簡
易
以
前
完
成
の
あ
か
っ
さ
に
一

た
こ
と
も
あ
り
、
四
誌
を
完
備
す
る
よ
一
は
、
給
ぶ
人
口
、
不
野
地
反
で
千
七
百
一

千
つ
地
一
冗
か
り
の
闘
い
要
望
が
あ
っ
た
も
一
入
、
上
須
戒
地
ぱ
で
八
rH
六
十
人
と
地
一

の
で
す
。
一
医
の
大
半
い
が
そ
の
恩
典
に
欲
す
る
こ
と
↑

こ
の
工
事
は
、
平
野
簡
易
水
道
、
総
一
に
な
り
、
当
地
K
の
み
な
さ
ん
の
保
佳
一

工
費
千
二
百
万
円
、
上
須
戒
簡
H
切
水
道
一
衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
、
市
川
業
の
発
展
、

レ上
手
な
扱
、

結婚相談所を利用しましょう

結婚の挙式、結婚の相談!立、
↓ 

大洲市公会堂の日本間(結婚相談所)へ

相談員 島田カズヱ(午前中)

※午後は社会課で行ないます。



聞
を
延
ば
す
だ
け
で
長
J

L
保
温
で
た
む
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

き
ま
せ
ん
。
い
つ
も
食
べ
頃
の
温
度
し
ご
飲
が
く
さ
る
く
さ
ら
な
い
は
腐

で
自
動
的
に
加
熱
し
な
が
ら
保
温
を
敗
細
菌
が
繁
殖
し
な
い
安
全
温
度
い

つ
づ
け
る
の
が
自
動
保
温
装
置
付
の
保
存
さ
れ
て
い
る
か
否
か
で
あ
っ
て

電

気

釜

で

す

。

こ

の

安

全

温

度

は

十

度

C
以
下
お
よ

ご
飯
の
保
温
に
つ
夏
季
は
ご
飲
や
他
の
食
品
が
く
さ
び
六
十
三
度
C
以
上
を
い
い
ま
す
。
一
一

い
て
は
苦
か
ら
い
ろ
り
や
す
い
こ
と
は
常
識
で
す
が
、
そ
で
す
か
ら
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く
よ
一
一

い
ろ
工
夫
さ
れ
、
ゎ
の
防
止
法
と
し
て
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
り
六
十
三
度
C
以
上
で
保
温
し
て
お
一
一

ら
で
作
っ
た
「
フ
ゴ
と
か
炊
き
あ
が
っ
怠
飯
事
ル
に
く
自
動
保
温
電
気
釜
の
方
が
ご
飲
も
一
一
目
に
始
末
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
い
つ

」
や
最
近
で
は
「
ジ
ャ
よ
な
ど
も
入
れ
て
涼
し
い
所
へ
つ
る
し
た
り
し
く
さ
り
ず
昧
も
よ
い
わ
け
で
す
。
一
一
ま
で
も
押
入
れ
に
ぶ
っ
ぱ
な
し
に
し

使

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

れ

ら

は

ご

飯

て

い

ま

す

。

一

二

て

お

く

と

か

び

ゃ

に

お

い

が

つ

い

て

し

自
体
の
熱
を
た
く
わ
え
て
冷
え
る
時
そ
し
て
熱
い
所
へ
お
く
と
早
く
い
一
一
一
ま
い
ま
す
。

き
た
る
十
月
百
に
は
、
国
勢
調
査
一
入
す
る
と
き
は
、
望
書
詰
と
、

1
1
i
1
l
H
i
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1一
会
ん
皮
を
と
っ
て
、
わ
た
を
一
度

が

行

な

わ

れ

ま

す

。

一

あ

て

ま

し

ょ

品

討

対

刊

誌

は

一

2
こ

ろ

時

計

時

一

時

半

守

童

へ

E
E一
見

ド

持

同

日

国

勢

調

査

は

、

国

や

県

や

市

町

村

で

一

一

J

一

一

一

し

て

い

る

皇

、

た

と

え

ば

、

住

民

の

一

愛

媛

県

人

口

の

懸

賞

募

集

一

ど

の

空

袋

に

入

れ

、

ゴ

ム

か

ヒ

モ

で

一

み

な

さ

ん

の

人

権

を

守

る

た

め

、

人

一

望

筆

者

五

百

円

(

県

議

一

い

が

で

き

る

も

の

は

、

主

子

雪

量

衛

生

、

蓄

、

住

宅

、

都

市

計

画

一

こ

と

し

の

国

勢

調

査

に

よ

る

県

の

人

一

学

校

名

と

学

君

主

一

し

め

て

入

れ

る

こ

と

o

F
関
す
る
問
題
の
ご
課
に
応
じ
ま
一
添
付
)
一
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
な
お
夏
さ
ん
の

一

一

O
土
、
灰
類
、
謹
与
な
ど
を
混
入
し
な
一
す
。
気
が
る
に
ご
利
用
下
さ
る
よ
う
お
一

ω写
真
(
ラ
イ
カ
判
)
一
よ
う
に
よ
ご
れ
や
す
い
も
の
は
手
入
れ

な

ど

、

ど

ん

な

仕

事

を

す

る

と

き

も

、

一

口

を

あ

て

て

く

だ

さ

い

。

応

募

の

要

詔

一

く

だ

さ

い

。

一

一

一

一

一

一

い

こ

と

。

一

待

ち

し

て

お

り

ま

す

。

一

例

当

日

持

参

品

筆

記

具

ノ

!

ト

な

一

が

楽

に

で

き

る

よ

う

に

仕

立

て

て

お

く

ま

ず

住

民

の

正

確

な

統

計

が

必

要

で

す

一

は

次

の

と

お

り

で

す

っ

一

③

締

切

り

十

月

三

日

(

一

一

一

白

の

消

一

一

一

一

一

一

l
l
i
l
i
-
-
-
一
松
山
地
喜
務
局
奇
支
局
一
ぉ
、
詳
し
い
こ
と
は
、
量
務
所
と
届
便
利
で
す
。

:
の
で
、
五
年
に
一
度
、
正
確
な
人
口
の
一

φ
資

格

愛

媛

県

内

に

住

ん

で

い

る

一

印

有

効

)

一

一

回

一

一

慎

一

響

を

作

っ

て

、

行

政

の

基

礎

資

料

を

一

か

た

。

一

④

あ

て

先

松

山

市

一

番

町

一

身

障

者

雇

用

促

進

の

一

一

林

業

課

へ

一

わ

た

も

、

四

、

幸

に

一

度

は

打

ち

~
事
-
日

-Fあ
に

行

な

わ

れ

る

も

の

で

す

。

一

②

応

募

方

法

宮

製

ハ

ガ

キ

を

用

い

一

震

塁

霊

話

芸

課

一

一

ジ

フ

テ

リ

ア

百

日

ゼ

一

コ

引

川

川

I
U
M川
J
一
直
し
に
出
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
ご
急

調

査

票

は

、

事

ご

と

に

そ

の

世

帯

一

一

人

一

回

答

と

し

、

住

所

氏

名

一

人

口

予

想

懸

賞

募

集

係

一

相

談

一

キ

混

合

と

ジ

フ

テ

リ

一

一

広

報

の

し

お

り

一

一

キ

ル

テ

ィ

ン

グ

し

た

合

繊

わ

た

の

ふ

と

一

宮
一
日
当
主
計
二
計
時
J
話

相

(

一

般

の

足

立

j
h訂

正

問

一

臨

時

一

一

時

間

話

耳

目

前

日

開

。

九

許

該

当

者

司

山

町

一

一

間

前

副

一

周
一

1
1
1
1
1
1
1
J引
引

引

引

副

制

下

震

が

切

一

も

の

で

す

。

一

応

え

さ

つ

与

る

お

そ

一

生

刊

誌

幹

事

一

一

期

一

す

る

、

一

f
i。一

一

簡

易

保

険

加

入

者

ホ

l
L

一
以
内
)
色
一
種
類
あ
づ
て
、
精
望
者
は
一
概
さ
れ
あ
と
レ
-
つ
事
務
相
つ
い
で
発
一
こ
れ
は
青
か
ら
新
旧
二
台
で
本
格
一
一
方
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
か
れ
一
の
雇
用
促
進
運
動
の
露
期
間
と
定
め
翌
日
1
H
t壁
一
弓
月
百
一
語
、
室
、
台
風
と
九
月
の
天
一
言
の
毛
布
も
つ
い
で
に
で
て
お
十

有
一
足
首
一
変
¥
一
て
い
ま
す
。
一
プ
し
、
電
話
利
用
の
皆
さ
ま
に
大
雪
」
一
て
い
手
。
か
ね
て
か
り
車
区
域
の
一
言
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
ム
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
職
業
の
あ
一
回
免
疫
(
三
回
事
完
全
に
一
で
す
が
去
の
ゆ
ま
い
や
草
木
の
た
一
ぁ
-
行
ず
れ
ば
、
よ
ご
れ
も
だ
い
た
い
一

割

一

要

五

b

r

一
詳
し
い
こ
と
は
郵
便
局
へ
お
尋
ね
く
一
迷
感
を
お
存
し
た
事
例

2
5一
み

な

さ

ん

に

は

官

協

力

を

い

た

一

の

で

す

。

一

っ

せ

ん

童

号

ど

に

つ

い

て

気

一

受

け

て

い

な

い

者

三

ぃ

任

、

iに

秋

の

気

配

一

習

量

の

で

す

。

一

一
郵
政
省
は
、
簡
易
保
険
、
郵
便
年
金
一
し
て
く
だ
さ
い
。
一
(
郵
便
局
カ
ら
)
一
公
社
と
し
ま
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
一
け
し
ま
し
た
。
と
く
に
近
年
は
作
量
一
ど
に
入
れ
る
こ
と
o

一

ふ

職

安

定

所

一

昨

年

9
月
に
菌
免
疫
手
の
者

ι日伝
同

い

い

い

れ

一

一

関
和
加
入
者
の
富
喜
と
し
て
、
加
一
利
用
期
間
局
長
期
ホ

lム
(

二

一

故

障

の

予

防

に

腐

心

し

、

種

々

警

l
i
l
i
-
-
一

芳

一

明

自

料

金

百

五

十

円

一

一

一

一

行

し

い

霊

祭

た

く

さ

ん

白

一

F
L入
者
に
安
い
料
令
で
惹
伎
を
楽
し
ん
で
一

l
1
1
1
I
1
1
1
1
1

一

こ

う

じ

て

お

り

ま

す

が

、

更

に

市

民

の

一

空

一

期

追

加

n

五

十

円

一

一

方

一

一

る

こ

ろ

で

す

。

そ

こ

で

サ

ラ

ダ

代

わ

り

一

T
い
た
だ
く
た
め
、
こ
の
た
び

mi工

事

ま

え

に

連

絡

を

す

ま

、

ち

わ

け

道

路

工

事

な

ど

、

身

体

障

害

者

(

児

)

一

三

期

(

ジ

フ

テ

リ

ア

予

防

接

種

童

一

7
劃

一

打

1
3
5
5す

め
し
ま
一

震
に
加
入
者
ホ
l
ム

を

開

設

し

ま

し

一

二

一

土

木

工

事

を

行

な

っ

て

お

ら

れ

ι方
々

巡

亘

検

診

更

生

相

談

一

章

一

一

設

遇

月

一

一

一

叫

一

九

駐

日

付

同

月

一

電

話

線

の

事

故

を

防

止

一

日

層

の

ご

協

力

を

得

た

い

と

存

じ

ま

四

十

年

度

の

身

体

障

害

(

児

玉

一

円

U
H
d日
間

一

目

臥

刊

ヂ

叫

M
Mれ
円

山

口

一

に

は

、

事

か

な

温

「

ポ

号

、

壁

一

一

つ

き

ま

し

て

は

事

輝

君

主

寝

室

生

相

談

を

十

月

五

日

(
9時
一

入

言

員

)

一

一

に

均

月

一

一

か

ら

、

一

種

類

よ

り

二

種

類

ぐ

ら

い

の

一

室
、
医
皇
、
清
原
な
食
堂
、
告
な
一
包
信
号
室
で
は
全
面
ど
こ
え
で
一
て
お
り
ま
す
。
こ
の
電
話
線
は
一
条
で

τて
の
票
の
あ
ぶ
場
所
近
く
で
工
事

J
同
時
六
州
保
障
で
お
こ
な
い
ま
一
ジ
フ
テ
リ
ア
な
卜
円
一
一
庭
新
刊
一
一
材
料
在
日
警
小
/
な
日
に
し
ま
す
戸

ど
口
語
し
て
お
り
、
侵
害

2
2一
も

ダ

イ

ヤ

ル

で

「

す

ぐ

つ

な

が

る

電

話

数

百

数

千

の

通

話

が

お

こ

な

わ

れ

て

お

一

を

お

こ

な

う

警

は

も

ち

ろ

ん

、

一

般

す

o

一O
量

日

と

場

所

一

一

家

唆

ur--5と
キ
ャ
ベ
ツ
o

キ
ャ
ベ
ツ
と
日

く
に
松
山
城
下
を
見
下
し
、
述
く
に
波
一
」
白
標
に
大
規
模
拡
張
工
事
喜
一
り
、
ひ
と
た
び
障
に
な
り
ま

Zァ
一

に

道

路

掘

さ

く

ヨ

事

を

お

こ

な

つ

場

合

こ

の

菌

検

診

更

生

相

手

は

長

一

大

洲

公

会

堂

一

一

の

郎

和

一

一

し

そ

ω葉
の
干
切
り
、
秋
な
す
と
み
よ

F

静

か

な

書

記

が

眺

め

ら

れ

る

間

約

一

な

っ

て

お

り

ま

す

が

、

こ

の

た

め

山

内

一

足

言

語

い

う

ま

で

も

な

く

二

こ

は

あ

ら

か

じ

め

害

り

の

京

局

(

診

の

結

果

、

相

談

ケ

ー

ス

に

名

手

一

9
J日
、
刊
け
叩

RI--一

1

傍
昭
一
一
一
つ
が
な
ど
、
好
み
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
所
に
あ
り
ま
す

013利
用
に
市
外
の
重
な
電
記
官
、
そ
の
多
一
般
の
通
話
が
す
べ
て
止
ま
っ
て
し
ま
い
一

X
は

電

報

電

話

回

)

へ

ご

連

絡

を

お

願

帳

父

付

の

診

断

書

、

更

生

育

茂

医

療

の

一

円

j

l

l

一
一
切
易
一
一
組
み
合
わ
せ
を
工
夫
し
て
み
て
く
だ
さ

は

大

へ

ん

便

利

で

す

か

失

い

に

利

用

一

く

が

道

路

そ

の

他

の

地

下

に

開

設

さ

れ

一

手

。

と

こ

ろ

が

最

近

道

路

工

事

な

ど

一

い

し

ま

す

。

給

付

、

裏

目

一

一

の

交

付

、

白

、

就

職

一

喜

多

幼

百

一

一

s
笥

一

一

l
i
l
i
-
-
4
4」
i
l
J
1
j
1
1
i
l
i
-
-
h
1
一

語

、

こ

の

よ

う

な

草

川

線

な

ど

が

の

あ

っ

せ

ん

、

更

生

施

設

の

照

介

を

お

一

9
訪
日
、
川
月
目
、
日
立
一

f

一
一
定
、
セ
ロ
リ
!
や
パ
セ
リ
な
ど
の

V
齢
ぬ
よ
市
町
唱
す
A
v
-
-叫三
十

一

正

一

損

傷

害

え

ら

れ

1
2

こ

な

う

ほ

か

、

税

の

減

免

、

旅

客

豆

目

下

1

1

1

1

1

L
一

iで
組
み
合
わ
せ
た
り
、
ハ
ム

明

哨

同

円

切

住

駅

総

一

恥

李

刊

行

の

喜

を

ご

官

つ

こ

と

が

剖

引

な

ど

量

産

事

が

す

ぐ

さ

一

※

時

間

は

毎

日

一

時

三

十

分

か

一

ぐ

ん

ぐ

皇

も

あ

が

っ

て

き

去

し

ょ

一

と

か

ソ

ー

セ

ー

ジ

な

ど

を

は

さ

ん

で

つ

あ

吹

雪

一

礼

明

男

、

露

経

緯

時

計

一

ま

ま

ら

特

に

申

し

添

え

ま

す

。

ま

お

こ

な

わ

れ

る

わ

け

で

す

よ

の

機

;

一

世

一

干

さ

一

ぅ

。

一

け

こ

む

こ

と

も

お

い

し

い

も

の

で

す

。

込叫
J
U
Fト
、

蚕

陸

出

荷

電

車

出

会

に

す

す

ん

で

利

用

さ

れ

る

よ

、

i
l
i
-
-

一
一
方
、
こ
り
月
は
交
官
房
一
即
席
づ
け
は
泊
客
言
、
異

E
T俊
弥

生

一

三

円

ケ

「

崎

市

議

す

め

し

ま

す

。

詳

し

い

こ

と

は

市

福

祉

一

狩

猟

の

講

習

と

考

査

一

の

日

な

ど

、

な

に

か

と

そ

あ

り

ま

一

8
2
2
4に

昧
ば
か
り

ポ

i
T
J
F
F
Z
L
L
4
4山
お

お

事

務

所

へ

。

一

す

。

一

で

な

く

、

色

合

ハ

な

ど

に

も

心

を

く

ば

一

巨

匠

陥

ヤ

メ

主

司

ノ

、

二

一

品

、

〈

抗

ベ

l
u
創

録

会

一

一

d

d
指

折

、

』

引

宅

山

町

民

間

づ

一

民

間

引

い

川

町

一

龍

一

昨

以

前

川
山
狩
猟
講
習
受
講
申
込
書
(
大
洲
県
一
す
o

一う。

(2) 

別
に
配
布
さ
れ
た
調
査
票
の
記
入
例
を

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

国
勢
調
査
の
調
査
票
に
警
か
れ
た
こ

と
は
、
統
計
を
つ
く
る
こ
と
に
用
い
ら

れ
、
課
税
の
資
料
な
ど
に
用
い
る
こ
と

は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
り
れ
て
い
ま
す

正
し
い
統
計
を
つ
く
る
た
め
に
、
調
査

票
に
は
正
慌
に
ご
記
入
く
疋
さ
る
よ
う

お
願
い
し
干
、
す
。

日P

国 勢 調 査

1 5 昭和 40年 9月

つ

ヲ巳第 11 5号

ー

ト
ン
動
物
rJ出

新

刊

図

書

案

内

ト
ツ
パ
ン
の
絵
J

第

1
1
ω
巷

海
に
立
つ
に
じ

デ
ィ
ズ
ニ
ー
童
話
首
の
な
い
一
つ
ま

消
費
心
理
学
入
門

農
業
の
後
継
者
づ
く
り

観
葉
植
物
の
営
利
栽
情

サ
ボ
テ
ン
と
観
葉
植
物

ハ
ウ
ス
悶
芸
の
実
際

す
ば
切
り
し
き
人
間
像
の
た
め
に

室
町
墾
府

ヲ
分
間
体
操

わ
れ
ら
す
べ
て
勝
者

永
遠
の
人
生

白
本
人
の
結
婚
観

ソ
連
・
社
会
主
義
・
人
間

暗

示

-
大
洲
市
立
図
書
館

l

一t
四
巷

壷
井
栄
児
童
文
学
金
集

忘
れ
じ
の
丘

花
の
友
情

手
に
手
を
と
っ
て

石
森
延
男
小
学
生
文
庫
一
年

t
六
年

ぴ
い
ち
ゃ
あ
し
ゃ
ん

サ
ボ
テ
ン
島
の
風

ひ
と
り
ぼ
っ
ち

桃
の
木
の
長
者

ゆ
れ
る
砂
漠

マ
ア
お
ば
さ
ん
は
ネ
コ
が
す
き

風
の
又
三
郎

小
さ
い
魔
女

コ

収

集

に

専

用

車

、、、

£当
日

で

本

格

的

仏
像
~
と
か
た
ち
l

ズ
パ
リ
悟
れ
る

ア
ナ
お
も
し
ろ
記

イ
ン
ド
シ
ナ
の
底
流

十
五
年
戦
争
戦
没
学
生
の
遺
書
に

み
る

日
本
の
い
ち
ば
ん
長
い
日

後
継
ぎ
は
い
な
い
の
か

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

人
物
・
口
本
の
歴
史
第
六
巻

原
爆
体
験
記

偉
大
な
る
行
進

七
つ
の
燈

コ
ー
ヒ
ー
と
薬
品

誰
も
が
信
じ
ら
れ
な
い

柔
(
や
わ
ら
)
前
後
編

青
年
時
代

l乙

収

集

i立

た

ば

こ

市

内

で

買
い
ま
し
ょ
う

同幽W

く
さ
ら
ぬ

涼
風
と
と
も
に
、
食
欲
も
ま
し
て
き

ま
す
し
、
新
鮮
で
、
お
い
し
い
く
だ
も

の
や
野
菜
が
に
く
さ
ん
出
回
り
ま
す
し

魚
類
も
お
い
し
く
な
り
ま
ず
か
ら
、
た

っ
ぷ
り
召
し
あ
が
っ
て
、
夏
の
つ
か
れ

を
取
り
も
ど
す
こ
と
が
か
ん
じ
ん
で
す

ご
飯

夏
ぶ
と
ん
の
始
末

じんかい収集車お目見えした押入式

柳

沢

で

人

権

相

談

O
と
き
九
月
三
十
日


